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リーダーの 一人であるポワイ工の概説 (ロベール ･ボワ
イエ著山田鋭夫訳 『レギュラシオン理論』新評論,1989
年)も翻訳されているが,1976年に出現 してこの学派の





























2) 伊藤誠 ｢日本型フォーディズムの 一般性 と特殊性｣
『窓』第 3号 (1990年春)｡この雑誌 『窓』 (季刊)は,
第2号から第 5号にかけて ｢間際論争｣ と銘 うっで十数
真の発言に誌面を提供 した｡ワークショップ参加者の中















































































































































































































































































































































































































































































































































編 『概説 ･韓国経済』有斐閣,1990年,第 1章｡
































































ティ≫ と 《労働者の直接的統制-責任ある自律≫ と
いう二つの軸からとらえ,日本企業の労働編成がこ
の双方において反テーラー主義的方向を歩みつつあ
ると主張 している｡つまり,生産管理部の構想と労
働者の実行とを分離し,労働者に細分化された課業
16) 注3)の翻訳リストのうち8),10),ll)は,そうした提
言をふくむ活動家リピェソツの著作である｡
17) 注3)リスト10)にT)ピェッソがつけた ｢H本譜版によ
せて｣がそれである｡
